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（５）患者の受療動向 

（入 院） 

  ○ 本圏域の入院自給率は 58.29％であり、流出した 41.71％のうち、ほとんどが札幌 

圏に流出しています。 

 ○ 市町別では、特に夕張市、美唄市、南幌町、由仁町及び長沼町の入院自給率が低い

状況となっています。 

 

【入院患者の受療動向（流出）】 

患者所在 圏域内

市町 自給率

夕張市 41.92% 札幌 56.73% 東胆振 0.58% 後志 0.36% その他 0.26%

岩見沢市 73.94% 札幌 24.53% 中空知 0.73% 上川中部 0.15% 後志 0.14%

美唄市 48.67% 中空知 27.01% 札幌 23.87% 東胆振 0.19% 後志 0.09%

三笠市 68.07% 札幌 29.39% 中空知 2.30% その他 0.03% －

南幌町 11.61% 札幌 88.20% 東胆振 0.02% その他 0.16% －

由仁町 34.72% 札幌 62.17% 東胆振 1.37% 後志 0.53% 上川中部 0.33%

長沼町 17.42% 札幌 81.67% 中空知 0.20% 後志 0.17% その他 0.41%

栗山町 52.77% 札幌 46.84% 中空知 0.09% 東胆振 0.08% その他 0.15%

月形町 57.14% 札幌 37.66% 中空知 3.77% 上川中部 0.78% 後志 0.43%

南空知 58.29% 札幌 37.05% 中空知 3.90% 東胆振 0.18% 後志 0.15%

流出先（医療機関所在）圏域の構成比

 

＊ 入院患者、外来患者の受療動向：北海道医療データ分析センター事業（令和４年度受療動向） 

 

（外 来） 

 ○ 本圏域の外来自給率は 85.33％であり、流出した 14.67％のうち、ほとんどが札幌圏

に流出しています。 

 ○ 市町別では、夕張市、南幌町、由仁町及び長沼町の外来自給率が 80％を下回ってい

ます。 

 

【外来患者の受療動向（流出）】 

患者所在 圏域内

市　　町 自給率

夕張市 79.01% 札幌 19.19% 東胆振 0.74% 西胆振 0.12% その他 0.52%

岩見沢市 91.65% 札幌 7.83% 中空知 0.23% 東胆振 0.05% その他 0.06%

美唄市 90.22% 札幌 4.72% 中空知 4.72% 上川中部 0.21% その他 0.06%

三笠市 93.19% 札幌 6.20% 中空知 0.41% 東胆振 0.09% その他 0.05%

南幌町 46.19% 札幌 52.97% 上川中部 0.07% 東胆振 0.06% その他 0.56%

由仁町 74.04% 札幌 23.69% 東胆振 1.35% 西胆振 0.16% その他 0.52%

長沼町 59.70% 札幌 39.37% 東胆振 0.10% 中空知 0.08% その他 0.54%

栗山町 86.90% 札幌 12.63% 東胆振 0.14% 中空知 0.10% その他 0.17%

月形町 86.86% 札幌 11.26% 中空知 1.54% 上川中部 0.17% その他 0.08%

南空知 85.33% 札幌 13.26% 中空知 0.87% 東胆振 0.16% その他 0.16%

流出先（医療機関所在）圏域の構成比
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（１日平均外来患者数） 

 ○ 令和３年の「病院報告」によると、本圏域の病院における人口 10 万対１日平均外来

患者数は、1,753.2 人（全道 1,305.3 人）となっており、全道値を上回っています。 

 

（１日平均在院患者数） 

○ 令和３年の「病院報告」において、本圏域の病院における人口 10 万対１日平均在

院患者数を病床の種類別にみると、「一般病床」は 575.2 人（全道 667.3 人）、「療

養病床」は 265.6 人（全道 365.1 人）、「精神病床」は 365.1 人（全道 314.7 人）と

なっており、一般病床、療養病床では全道値を下回っていますが、精神病床では全道

値を上回っています。 

 

（病床利用率） 

 ○ 令和３年の「病院報告」によると、本圏域の病院における病床利用率は 66.8％（全

道 76.1％）であり、病床の種類別に見ると、「一般病床」は 58.0％（全道 67.9％）、

「療養病床」は 81.2％（全道 85.3％）となっており、いずれも全道値を下回っていま

す。 

 

（病床種類別の平均在院日数） 

 ○ 令和３年の「病院報告」によると、本圏域の病院における「一般病床」の平均在院

日数は 19.6 日（全道 17.3 日）、「療養病床」は 193.1 日（全道 182.5 日）となって

おり、いずれの病床も全道値を上回っています。 

 

（６）病院・診療所等の状況 

（病 院） 

  ○ 病院数は、平成６年の 26 か所から徐々に減少しており、令和３年 10 月１日現在で 

は、17 か所となっています。 

 ○ 病院病床数も平成６年の 4,518 床から減少しており、令和３年 10 月１日現在では、

2,534 床となっています。 

 

【病院数の推移】 
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（診療所） 

 ○ 一般診療所は、平成６年の 123 か所から徐々に減少しており、令和３年 10 月１日現

在では、104 か所となっています。 

 ○ 歯科診療所は、平成６年の 97 か所から徐々に減少しており、令和３年 10 月１日現

在では、92 か所となっています。 

 

 

 

（薬 局） 

○ 薬局数は、平成 16 年度以降、70 か所前後で推移しています。 

 

 

 

 

 

 

 



4 

 

（訪問看護ステーション） 

 訪問看護ステーション数は、令和３年４月１日現在では 22 か所となっており、増加

傾向にあります。 

 

 

 

 

 

（７）保健医療従事者の年次推移 

（医師） 

 ○ 全道的には医師と薬剤師は増加傾向にありますが、本圏域では、医師は減少傾向に 

あります。 

 ○ 令和２年と 10 年前の平成 22 年と比較すると、医師は平成 22 年 303 人（人口 10 万 

対 167.0 人）、令和２年 274 人（人口 10 万対 176.2 人）で 29 人の減少、歯科医師は 

平成 22 年 130 人（人口 10 万対 71. 7 人）、令和２年 121 人（人口 10 万対 77.8 人）

で９人の減少、薬剤師は平成 22 年 254 人（人口 10 万対 140.0 人）、令和２年 255 人

（人口 10 万対 164.0 人）で１人の増加となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

（看護師・准看護師の状況） 

 ○ 看護師は増加傾向にあり、准看護師は減少傾向にあります。 

 ○ 令和２年と 10 年前の平成 22 年と比較すると、看護師は平成 22 年 1,478 人（人口

10 万対 814.6 人）、令和２年 1,630 人（人口 10 万対 1,040.5 人）で 152 人の増加、

准看護師は平成 22 年 852 人（人口 10 万対 469.5 人）、令和２年 607 人（人口 10 万対

390.4 人）で 245 人の減少となっています。 
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（保健師・助産師の状況） 

 ○ 令和２年と 10 年前の平成 22 年と比較すると、保健師は平成 22 年 93 人（人口 10

万対 51.3 人）令和２年 96 人（人口 10 万対 61.8 人）で３人の増加となっています。 

○ 助産師は平成 22 年 19 人（人口 10 万対 10.5 人）、令和２年 21 人（人口 10 万対 13.54

人）で２人の増加となっています。 

 

 

（歯科衛生士の状況） 

  歯科衛生士は増加傾向にあり、令和２年と 10 年前の平成 22 年と比較すると、平成 22 

年 116 人（人口 10 万対 63.9 人）、令和２年 149 人（人口 10 万対 95.8 人）で 33 人の

増加となっています。 

 

 

（主な病院従事者の状況） 

  理学療法士、作業療法士、放射線技師、臨床検査技師・衛生検査技師が増加傾向にあ

り、令和２年では、10年前の平成 22年と比較して、理学療法士 9.2 人（14.6％）、作業

療法士 20.9 人（60.0％）、放射線技師 8.9 人（17.8％）、臨床検査技師・衛生検査技師

17.8 人（26.7％）の増加となっています。その他の医療従事者については、下表のとお

りになっています。 

 

 


